
635

泌 尿 器 科 紀 要

第5巻 第8号

昭和34年8月

随 想

甲 府 湯 村 に て の 偶 感

東京医科大学教授 田 林 綱 太

世 に"浅 學 菲 才"と 云 う言 葉 が あ る.自 分 も永 く使 つ た が,先 輩 並 に世 間 に対 す る巧 怜

辞 飾位 に 考 え て いた.所 が 今・日自分 の浅学 菲 才 を身 に浸 み て感 じさせ られ た.そ の真 相 は

こうで あ る

実 は昨 年 尿 道 狭窄 の研 究 を 行 つ た.そ れ は永 年 自分 が 手 に か け た尿 道 に起 る変 化 で あ り,

また 淋疾 後 に 起 るのが 多 い の で,優 に指 導 し得 る と思 つ て,教 室 の 緑 川 に担 当せ しめ た.

そ の時 の症 例 は 確 か41例 で あ る.そ の検 鏡 の際,現 在 迄 気 附 か な かつ た事 だが,末 梢 動 脈

性小 血 管 に種 々 の変 化 が 起 つ て い る.そ れ が淋 疾 性,外 傷 性,結 核 性,原 因不 明 の狭 窄 に

も惹 起 してい るので,こ れ は 原 因 の病 気 に 関 連 して生 じた もの で は な く,狭 窄 に依 つ て起

つ た もの で あ ろ う と考 え た迄 は よか つ た が,浅 学 の 悲 し さ とは この事 だ つた が,そ の取 捨

に 当つ て成 可 く明 瞭 な ものや 肥 厚 状(内 膜,中 膜,弾 力繊 維 も)の もの を記 載 す る様 指 躾

した.ま た血管 の問 題 は 取 扱 つ た事 が ない か ら,詳 細 は後 日に譲 る事 に す る様 附 言 した.

此時 自分 の脳 裡 を かす めた の は血 管 炎,Ruiter,Klllige,Klemperer,馬 杉教 授 の業 跡 の

事等 で,本 年 皮 膚科 学 会 で も膠 原 病 の問 題 を取上 げ た様 だ.少 し勉 強 す れ ば解 る と簡単,

単純 の考 え で あつ た.時 は過 ぎた.新 学 期 とと もに新 た に 脈管 変 性 の標 本 を再 検 した.小

さい末 梢血 管 で は あ るが,そ の変 化 は色 女の種 類 が あ り,ど れ か ら,ど う変 つ て行 くの か

さつ ば り判 らな い.そ れ で は と丈 献 を探 し出 した.先 学 の 諸 説,読 んで い る 中は条 理 解 つ

た様 な 気が す るが,他 の人 の本 を読 む と,何 か喰 違 う様 な 所 が あ り,そ れ が 帰 納 して 自分

の標本 に 帰 る と,そ の どれ に 当簸 る もの か,さ つ ぱ り判 らな い.自 分 が浅 学 菲 才 の標 本 の

様 だ とつ くづ く自省 した.そ こで病 理 の大 高 砧 一教 授 に教 を 乞 う事 に した.標 本 を抱 え て

20回 も通 つ た ろ うか.ttそ の恰 好 は"笑 止"で あ ろ うが,菲 才 者 は 真 剣 で あ る.大 高 教 授 に

指摘 され た丈 献 と標 本 を持 つ て今 甲府 盆地 湯 村 の某 所 で微 風 も ない炎 熱 の 中 に難解 な血 管

炎 と悪 戦苦 闘 してい る.時 に朝 食 の膳 に 稲 田教 授 か ら の葉書 が 乗 つ てい る.そ れ は既 に先

般 御委 嘱 の あつ た ものを,上 記 の有 様 で 書 け な か つた の で あ る."ま ま よ"こ う した悩 み

の真 相 を卒 直 に か き我 等 の ひ と こ ま(真 相 丈 よ りも学 問 的 ミサ ラ ブル)を 記 して稲 田教 授

の好 意 に答 え る事 に した 。

臨床 医 家 は 忙 が しい.し か し学 問 には事 に真 蟄 で あ る可 きで あつ た.一 昨年 血 管 の変 性

所見 に 気付 い た時,直 ち に丈 献 を渉 猟 し,ま た大 高 教 授 の 門下 に参 じれ ば,こ う した熱 苦

の苦 しみ もな く,ま た 門下 に も迷 惑 を か けず に済 んだ 筈 で あ る.各 種 の雑 誌 に膠 原 病,血

管 炎 の記 載 が載 つ て い た の を見 た が,表 題 だ け で 他 山の 石,自 分 の標 本 に は関 係 ない もの
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として今 日迄傍観的態度をとつた事が 曜'浅学非才"の 罪である.指 導者としての資格が欠

けている.自 分自らが負わねばならぬ罪である.藪 に卒直に記 して臨床医家の多忙に事寄

せて後 日に譲つて遂に没却する事 のない様に,ま た広 く見聞した事は我物になつている様

に,今 更乍ら痛感した.

◇

京都は日本の古代丈化の粋を一堂に聚めている.東 京人からは実に羨望の的である事は

云 う迄 もない.私 は団簗生活を避けて孤独の座にいる事が多い.相 対するものは仏像,古

画である.今 携え来たるは2尺 余の所謂推古仏,何 等の装飾もない一木彫の9等 身,真 黒

である.恐 らく観世音菩薩 と見られる.長 面,内 思の相貌,菲 衣にして肉身ならず,左 手

僅かに前,右 手肘で直角に前に曲げている.持 物は既にない.面 相にも,衣 帯にも微動も

ない.あ るは内寂 と真如の相貌姿容のみである.恐 らく1,300年 前の作であろう.今 日は

原子時代,人 の思駕 も生活感階も,装 飾も,政 治も隔絶している.そ の今時,斯 様な一彫

刻に何故に我心牽かれ,思 いを千歳の昔に馳せるのであろうか,飽 かず眼幅を肥している.

必死の精塊を尽した,修 練の技は,時 代も国境も一切を超越して永遠の光 りと,美 と,信

実は幾千歳を経ても変るものが無いらしい.我 等の学もその如 く.爾 後の進化進展は,何

れもその基礎の上に樹つ可き精華である.我 等遅拙であうとも,唯 真信である事を期する

のみ.




